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Abstract
The objective of this research is to make clear the process of recognition evolution in school 
library persons in charge while identifying their own role for curriculum support. 2 junior high 
schools have been the target for this investigation because they specify school library utilization 
in their curriculum.  In addition, both schools have framed their school library utilization as 
“Reading Course” which has eventually employed “learning effect” upon students. An interview 
investigation was conducted to the respective school library persons in charge. The SCAT 
technique has been applied for the data analysis because it is a qualitative data analytical method 
applicable to small-scale data. Accordingly, the process of advanced recognition for curriculum 
support has become perceptible among school library persons. The curriculum management with 
school library utilization being subsumed is certainly essential.
はじめに
　学校図書館は、学校経営における学校教育の
資源として学校図書館法には、「学校教育にお
いて欠くことのできない基礎的な設備」１と明
記されている。しかし、2012年の全国学校図書
館協議会による調査２では、「学校経営方針に
学校図書館の利活用を明記する」とあるのは小
学校8.6％、中学校15.5％、高等学校11.8％にと
どまっており、学校経営と学校図書館の関わり
についての認識は必ずしも高いとは言えない。
ただ、制度上では、学校図書館法が改正され、
2003年４月からは「学校図書館法の一部を改正
する法律等の施行について」３によって、12学
級以上の学校に司書教諭が必置となった。学校
図書館経営を掌る司書教諭や学校図書館担当者
は学校図書館を学習環境としてだけではなく、
教科課程を支援する機関として学校経営に参画
する必要があると言える。そこで、カリキュラ
ムマネジメントという学校経営の手法をとおし
て学校図書館経営での学校図書館による教科課
程支援を考えたい。学校図書館経営は学校経営
の下位概念であるから、学校図書館経営を通し
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て学校経営の中心であるカリキュラムの経営に
貢献してゆくためにはどうしたらよいか、学校
図書館による教科支援の形成プロセスをカリ
キュラムマネジメントの視点で検討する。
　本稿では、教育課程は、天野正輝の指摘４ を
ふまえ、特別活動などの教科外活動を含む教育
活動の総体を指すものとし、カリキュラムと同
義として用いる。また、教科課程は教科外活動
を含まない学習指導要領に定められている各教
科目標に基づく学習内容とする。
１．研究方法
1.1　研究の目的と研究方法
　研究の目的は、司書教諭がその職務を通して、
学校の教育課程の実践をどのように支援してき
たのかを明らかにすることである。そのために、
調査校は、学校のカリキュラムにおいて学校図
書館活用を明示している中学校と教科課程編成
において読書科として学校図書館活用を行って
学習効果をあげている中学校の２校を選定し、
インタビュー調査を行った。
1.2　インタビュー調査文析の手順
　学校の教育課程表に学校図書館活用カリキュ
ラムを明示し、学校経営で効果を上げている中
学校２校のインタビュー調査であることから、
小規模データに適用可能な質的データ分析手法
の SCAT ５が適していると判断した。
　分析の手順は調査校を選定し、インタビュー
調査を行い、その結果は、SCAT の手順により、
各カテゴリーの概念を考え、カテゴリー間の関
係について論じた。
2．先行研究
　学校の教育活動をカリキュラムの視点から経
営の視点で論じた F. イングリッシュは、カリ
キュラムマネジメントとは「学校におけるあら
ゆる資源を活用するために個々の教師が共有す
ることによって生徒の学習を支援するための手
法である」６と述べている。一方、学校図書館
の立場から、B・ウールズは、「教師および学
校図書館担当者（メディアスペシャリスト）が
協働するとき、多くの学習効果が生まれる」と
指摘し７、教師と学校図書館との協働を論じて
いる。
　学校のあらゆる資源のなかには学校図書館も
含まれ、学校図書館担当者はカリキュラムに関
わるマネジメントに参画する必要性が指摘され
ている。
　日本では、カリキュラムマネジメントについ
て中留武昭・田村知子は、「カリキュラムマネ
ジメントとは、各教科の単元の教科内容のマネ
ジメント（運営）のみではなく、それを含めて、
学校全体のトータルなカリキュラムを教育目標
の達成に向けて動かしていく（機能させていく）
こと」８と述べ「各学校が教育目標の達成のた
めに、児童・生徒の発達に即した教育内容を諸
条件との関わりにおいてとらえ直し、これを組
織化し、動態化することによって一定の教育効
果を生み出す経営活動である」９と定義してい
る。学校教育では、奥田真丈が、学校の経営に
おいて「最も中核的な問題は教育課程の経営」
10としているように、こうした経営の概念は教
育の内容、すなわちカリキュラムや教育課程と
結びついている。
　学校のあらゆる資源のなかには学校図書館も
含まれている。教師の中に学校図書館担当者も
含まれているのである。ところが、2012年の全
国学校図書館協議会による学校図書館担当者へ
の調査11 で、新学習指導要領への必要な対応に
おいて「学校経営方針に学校図書館の利活用を
明記する」としているのは小学校8.6％、中学
校15.5％、高等学校11.8％にとどまっており、
学校教育における学校図書館の利活用認識は必
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ずしも高いとは言えない。学校図書館は学習環
境ではあるが、学校経営において多くの学校で
は学校図書館が教科課程を支援する機関として
認識され、学校図書館を活用した教科実践が定
着しているとは言い難い。一方、学校図書館で
は、2003年４月に「学校図書館法の一部を改正
する法律等の施行について」 により12学級以上
の学校に司書教諭を置くことが義務づけられた。
また、2015年４月１日からは「学校図書館法の
一部を改正する法律」によって学校司書が配置
されている。それに関連して2014年３月の「学
校図書館担当職員の役割及びその資質の向上に
関する調査研究協力者会議（報告）」12では、学
校図書館担当者は「教育指導への支援」に関す
る職務を担っていくことが求められると明記さ
れた。そこで、学校図書館法の「教育課程の展
開に寄与する」学校図書館であるためには、学
校は学校図書館による教科課程支援を明確に説
明する必要と責任がある。そこで、学校教育の
充実という教育目標のもと、教科や科目を設定
して教育効果を高めている学校における学校図
書館による教科課程支援の事例から実践に結び
付けるための具体的な手掛かりが得られると考
える。
3．インタビュー調査
3.1　調査校の選定とインタビュー調査
　本研究では、教育目標に学校図書館活用を明
示し、教育効果をあげている中学校を訪問し、
学校図書館担当者にインタビューを行った。調
査校の選定は、研究の枠組みと分析の視点から、
カリキュラムにおける科目の名称や教科新設に
対応した組織構造において学校図書館とその担
当者はどのような位置づけになるのかを調査す
るため、総合的な学習の名称を「卒業研究」と
している中学校と文部省教育課程特例指定を受
けて教科「読書科」を設けている中学校とした。
　総合的な学習は、2008（平成20）年の学習指
導要領の改訂においては、思考力・判断力・表
現力の育成を目標として明示されている。対象
校の中学校では、生徒の興味関心に基づいて
テーマを決め３年間をかけて課題解決に取り組
むことになっている。その結果は発表後作品集
としてまとめられる。
　文部科学省教育課程特例指定中学校「読書科」
は、「本で学ぶ子供を育てる」ことを目的とし、
教育課程に科目設定されているものである。読
書に親しむ時間「朝読書等」と、読書から学ぶ
時間「読書活動」の２つにわけられる。「読書
活動」では調査・発表スキル学習、学校図書館
利用、読書表現活動が行われている13。本研究
では文部科学省の教育課程特例校の指定を受け
ている東京都江戸川区の中学校を調査対象とす
る。
　インタビューは2015年１月から３月にかけて
各１時間程度、学校を訪問し各校の学校図書館
内で行った。インタビュー内容は IC レコーダ
に録音し、逐語録を作成した。調査協力者は図
書館長兼探究科主任教諭と数学教科担当の充て
司書教諭14である。
3.2　インタビュー項目の設定と回答
　半構造化インタビューの項目は次のように設
定した。菅谷正美は、中学校長の立場から、総
合的な学習を発展させた学校づくりの試みを
「教科に縛られないことから総合的である」15
と述べ言語系を設けた経緯を報告している。そ
こで、学校長による学校経営において学校図書
館がどのような位置づけにあるのか、当該職務
に就いた経緯について組織的視点から尋ねた。
佐藤敬子は、「全体のカリキュラムを考える場合、
必ず各教科の兼ね合いを見なければならな
い」16と述べている。そこで、学校図書館活用
における学校長や他教科との相互作用との関連
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を尋ねた。児島邦宏は、「学びの構造図で調査
体験、交流体験」17を述べている。そこで、学
習者支援の視点から、生徒への学校図書館活用
指導の具体的内容を尋ねた。（表１）
　卒業研究の担当者 A の職位は主任で20余年
の教職歴がある男性で図書館部の部長であり、
図書館長である。学校経営との関わりは報告・
連絡等にある。他組織・教科との関わりでは、
図書館の打ち合わせの後、教科の主任会議に出
席している。学習者支援では、学校図書館活用
指導に力点があり、総合学習、情報科等他教科
との T・T を行っている。読書科の担当者 B
の職位は教諭で３年の教職歴の女性である。司
書教諭として生活指導部に所属し、学校図書館
管理運営にあたっている。学校経営との関わり
では、教務部から企画経営会議に提案し、学校
図書館を運営している。他組織・教科との関わ
りでは、学年や教科と連絡のうえ職員会議に提
案し合意形成を図っている。学習者支援では、
朝読書や言語活動を軸にした授業の実践での学
校図書館活用指導を担っている。
　①の組織的視点では、A は担当職位就任の
経緯を「2012年に館長というものができて突然
辞令が発表されて“あなたは館長ね”というこ
とで、“はいわかりました”といってなりまし
た。」と述べた。教育課程表の扱いと設置の経
緯は「2002年から総合的な学習の時間という枠
組みの中で探究型学習をしているためその担当
者になった」と述べた。B は「着任時に司書教
諭の資格を持っていたため任命された」とのこ
とであり、教育課程表の扱いと設置の経緯では、
「平成24年度と25年度では東京都の言語能力の
向上拠点校になったため」読書科ができたと述
べた。
　②の連携・協働の視点では、A は、学校長
に報告・連絡等の働きかけを積極的に行なって
おり、学校長先生や他教科との相互作用では、
「図書館教育では、週一度図書館の打ち合わせ
があるのでその時々の図書館運営の調整と授業
進度などをからめて会議を持っています」と組
織的に働きかけをおこなっていることを述べた。
学校図書館活用での支援では、「様々な資料を
手渡すということは学校図書館の支援の柱で
あって教科も支援し貢献している」と述べた。
B は連携・協働の視点において、学校長先生や
他教科との相互作用では、教務部から企画経営
会議に提案すると述べ、「図書館と連携した朝
読書での言語活動というのを軸にした授業の実
践報告の話合いなどがあります」と述べた。学
校図書館活用での支援では、「学校の研究主題
があって研究推進委員会で子どもの基礎学力の
定着を目指すためにポプラディアを使用してい
ます」と述べた。
　③の学習者支援の視点では、生徒の学校図書
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館活用の指導内容で A は「生徒の様々なテー
マに応じて様々な資料を手渡す、生徒全員の賜
物と知識の世界を出会わせます」と述べた。生
徒と司書教諭の相互作用では、「能力のために
まなぶのではなく、学びの道のりの中でこそ色
んな能力が身についていくと感じます。」との
べた。B は学校経営として朝読書、言語活動を
軸にした授業実践で、「図書館を使って行う調
べ学習を指導しています。」と述べた。生徒と
司書教諭の相互作用では、「読書部を作ったこ
とで図書館の利用率が高くなったことが喜びで
す」と述べた。
3.3　まとめ
　A は、学校図書館の館長であり、教科の打
ち合わせ会議に出るなど学校長・他組織・教科
と組織的に連携・協働の体制がある。そのため、
総合学習としての卒業研究や情報科との T・T
が円滑に進められている。
　B は、生活指導部の一員としての司書教諭で
あり、学校図書館関係に関する意見は教務部を
通して出している。しかし、生徒部や教務部と
学校図書館が連携・協働するための環境は整備
されている。そのため、職員会議での合意形成
が容易で、学校をあげての取り組みである朝読
書や言語活動を軸にした各教科の授業実践が促
進されている。
4．分析
　インタビュー逐語録（表２）からキャリア形
成と学校図書館への意識、学校図書館担当者の
教育課程認識概念の検討を行った。
4.1　キャリア形成と学校図書館への意識
　卒業研究の担当者 A に担当職位就任の経緯
をインタビューした。A は「2012年に館長と
いうものができて突然辞令が発表され“はいわ
かりました”といってなりました」と述べ、館
長である位置を肯定的に受け止めている。それ
は、その後の学校図書館と他分掌・教科との連
携・協力に役立てられている。「2002年から総
合的な学習の時間という枠組みの中で探究型学
習をしている」と学校の教育課程の運営に係っ
ているからだ。さらに A は、「様々な資料を手
渡すということは学校図書館の支援の柱で教科
も支援し貢献はしている」・「館長・主任として
具体的な授業の学習内容の編成もしている。」
こと、「担任に報告している」こと・「芸術や国
語との連携がある」ことを語り、また、「生徒
の様々なテーマに応じて様々な資料を手渡す、
生徒全員の賜物と知識の世界を出会わせる」こ
とだと述べている。そのうえで、館長のもとで
生徒と司書教諭の相互作用を促し、「能力のた
めにまなぶのではなく、学びの道のりの中でこ
そ色んな能力が身についていく」と組織的な視
点を持ち、学習者支援の視点を持っている。
　読書科の担当者 B に担当職位就任の経緯を
インタビューした。B は「着任時に司書教諭の
資格を持っていたため任命された。」と述べ、
学校経営上の配属であったため職務として当然
と受け止めたとその心境を語った。その後、勤
務校が言語能力の向上拠点校になったため「図
書館を使って行う調べ学習」に取り組んだと述
べた。自身が学校図書館担当であることから生
徒の読書部を作り、そのことで「図書館の利用
率が高くなった」と自認している。学校図書館
活用に学校経営上の必要と職務意識から組織的
に取り組んだことが、結果的に学校図書館担当
者として学習者支援の視点を持つにいたってい
る。
4.2　学校図書館担当者の教育課程認識概念の
検討
4.2.1　知識世界への伝導
　A は「総合的な学習の『自ら課題を見つけ
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自ら学ぶ』こと」に特化して「（卒業研究の）
プロセス自体が大切」だと述べ、「自由にテー
マを考えて学ぶ中で培われる」と、図書館の利
活用学習は生徒を知の世界に導く支援であると
指摘している。
　B は、読書活動を基本にして、「図書館を使っ
てどのように調べ学習を行うかについて指導」
すると述べており、生徒自らが知識を得るため
の環境づくりに工夫し、授業や教科学習以外へ
の支援も学習環境整備から始めていると述べた。
　両者とも生徒の学習支援を中心に据えた活動
である。それぞれが学習者個々人の探究活動を
いかに支援するかという点から出発していると
言えよう。
4.2.2　媒介的役割の認識
　A は「学校図書館の支援の柱」として「生
徒の様々なテーマに応じて様々な資料を手渡
す」と述べており、B は「読書科の中で朝読書」
を核として、特別時間割によって「どのように
調べ学習を行うかということ」を行っていると
述べている。
　両者とも、学校図書館を媒介として学習が成
立することを認識し活動している。
A:卒業研究 B：読書科
1)知識世
界への伝
道
総合的な学習の筆頭に挙げられている「自
ら課題を見つけ自ら学ぶ」ことをそのまま
やっています。そのプロセス自体が大切だ
と思います。そうすれば社会の変化くらい
には対応するでしょう。自分であれこれ悩
んで考えてゆく中で本のすごさとか，「自
分の知りたい世界がここに書かれてたの
か」と気づく経験だと思います。こうした
ことは自由にテーマを考えて学ぶ中で培わ
れると思います。民主主義の国なのだか
ら，なりたい自分は自分で手さぐりする原
則はちゃんとおさえないといけないと考え
ています。
ポプラディアは各階２セットずつあり、学
校図書館にも今の段階では４セット置いて
います。これを基にして、図書館を使って
どのように調べ学習を行うかについて指導
しています。学校の各階に行事で使用する
本が置いてあります。具体的には１年生は
東京都の事が調べられるように“るるぶ”
などが置いてあります。２年生に関しては
新潟県林間学校に行くのでガイドマップや
職場体験用の本を置いています。３年生は
修学旅行で関連した本を置いています。
2)媒介的役
割の認識
卒業研究にしても探究にしても生徒の興味
は違うので生徒の様々なテーマに応じて
様々な資料を手渡すということは学校図書
館の支援の柱です。図書館教育では，週一
度図書館の打ち合わせがあるのでその時々
の図書館運営の調整と授業進度などをから
めて会議を持っています。
指導の中で大事な視点はやはり言語活動で
す。図書館と連携して、いくつかの活動を
行っています。一つ目は図書館と連携して
読書科の中で朝読書をしています。２つ目
はポプラディアを使って、どのように調べ
学習を行うかということを特別時間割の中
でやっています。
3)学校経営
貢献への自
己認識
図書館には予算が必要ですから校内でもプ
レゼンをするのです。それで本が増えてく
れれば教科も支援できますし貢献はしてる
と思います。
先生方以外に栄養士さんとか主事さんとか
が声をかけてくださるんです。使い方も広
がったかなって。教員がこんな図書館にし
たいなっていうのに少しずつ近づいてるっ
て気がします。
表2　　逐語録による概念とインタビューィーの語り
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4.2.3　学校経営貢献への自己認識
　A は教科への貢献として、図書館活用につ
いてプレゼンすることによって予算（学校図書
館の経費）が増え、結果として教科資へ提供で
きる資料が増え好循環となることを意識してお
り、それを学校図書館から学校経営へ「貢献」
することだと述べている。B は「教員がこんな
図書館にしたいなっていうのに近づいている」
と述べ、学校の構成職員である栄養士や主事か
らの支持に触れている。これは、学校経営に貢
献するための学校図書館経営を推進している成
果であることの自覚と認識を得ていることであ
る。
５　結論
5.1　学校図書館担当者が教育課程支援への認
識を形成するプロセス
　両者とも、学習者の探究活動をいかに支援す
るかという知識世界への伝導者の役割への自覚
から始まり、学校図書館を媒介として学習が成
立することを認識した活動を行っている。役割
の認識による学校経営上の他組織との相互作用
があり、そのことが、学校図書館による教科支
援によって学校全体のカリキュラムに貢献する
活動になっていると言えよう。インタビュー調
査では、学校図書館が教科課程支援を行うため
の学校図書館の要件を明確にした。１．知識世
界への伝導があること、２．媒介者的役割の認
識があること、３．教科課程支援への認識があ
ること、以上の３点である。インタビュー調査
で見られた３．教科課程支援への認識は、カリ
キュラムマネジメントの文献調査での意識的な
働きかけと同じである。そこで、概念間の関係
を学校図書館担当者が教育課程支援への認識を
形成するプロセスを以下のように図式化した。
教育課程支援
への認識形成
媒介認識
知識伝道
学校図書館利活用科目の設定
学校全体のトータルなカリキュラムを教育目標の達成に向けて動かしていく
（機能させていく）こと：学校図書館活用を包摂したカリキュラムマネジメント
　学校図書館担当者の知識伝導により、学習者
が学習を深めていくの。そのことにより学校図
書館担当者は学校図書館が学校と教育課程に係
わるという学校経営と学校図書館との間を媒介
するという認識をもつに至る。さらには教育課
程支援を行う学校図書館という認識が学校教育
に携わる全員の共通認識となる。その結果、学
校図書館活用と学校経営との相互作用により、
学校長の学校経営に学校図書館活用が学校の教
育目標に明示される。それは学校図書館による
教育課程支援として学校図書館経営の一翼を形
づくることを周知させるものとなっている。そ
の結果、学校全体のトータルなカリキュラムを
教育目標の達成に向けて動かしていく（機能さ
せていく）ことになる。換言すれば、学校図書
館活用を包摂したカリキュラムマネジメントを
形成している。
5.2　学校図書館活用を包摂したカリキュラム
マネジメントの必要
　以上のように知識世界への伝導として学校図
書館活用が行われ、学校図書館担当者の　媒介
的役割の認識により、教育課程支援への認識形
成が形成されてきた。そこで、学校図書館担当
者による教育課程支援認識を形成するには学校
全体のトータルなカリキュラムを教育目標の達
成に向けて動かしていくカリキュラムマネジメ
ント点が必要だといえる。
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おわりに
　日本では、学校図書館活用にカリキュラムマ
ネジメントの理論は含まれていない。
　2003年に司書教諭が12以上のクラスを持つす
べての学校に配置されることになった。しかし、
これら司書教諭は専任ではない。彼らは各教科
の担当者およびクラス担任である。したがって、
学校司書が配置され、2014年に、学校図書館法
の一部にすべての学校は、学校の図書館員を有
していなければならないと修正された。しかし、
小学校、中学校、高等学校における司書教諭の
発令状況は全体の平均で70.1％である。また、
学校司書の配置状況は小学校、中学校、高等学
校の平均で57.3％である。
　そこで、学校図書館による教育課程支援を推
進するためには、教育課程支援を担当する人の
養成や研修が必要であるといわれているが、学
校図書館担当者の養成や研修の在り方を検討す
るためには、現在の学校図書館担当者の職務を
評価することが不可欠だ。
　そこで学校図書館による教育課程支援の理論
的背景としてカリキュラムマネジメント理論が
有効である。また、学校図書館による教育課程
支援を推進するためには、教育課程支援を担当
する人の養成や研修が必要である。担当者の養
成や研修の在り方を検討するためには、現在の
学校図書館担当者にカリキュラムへの意識を高
めるような研修内容にすることが不可欠だ。そ
こで、学校図書館担当者の研修にカリキュラム
マネジメント理論を含めて検討することを提言
したい。
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